
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※広報誌掲載の写真等については同意に基づく掲載であり、無断転記を禁止いたします。 

 
新年明けましておめでとうございます。 

昨年も新型コロナウイルスに追われる１年となりました。 
利用者様とご家族様の面会も、昨年 12 月より直接面会を再開いたしました。一部制限はござい

ますが、皆様のご理解とご協力に深く感謝申し上げます。 

新たな変異株（オミクロン株）は感染力も強く、まだまだ予断を許さない状況が続いております。 

職員一同、より一層の感染予防に気を配りながら皆様に安心して過ごしていただけるよう努めて

参ります。本年もよろしくお願い致します。 
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誕生日会も同日開催！ 
１階で６名、2 階で 3 名、3 階で 1 名の方々の 

誕生日会も行いました。102 歳の誕生日を迎え 

た方もいらっしゃいました。皆様、おめでとう 

ございます！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリスマス会開催

 12 月 24 日にクリスマス会を開催しま

した！ 

コロナ前は、近隣小学校のボランティア

の方々が演奏を披露したり、クリスマス

カードをプレゼントするなど、にぎやか

に行っておりました。新型コロナの流行

が落ち着いてきたとはいえ、まだまだ油

断できない状況でもあるため、今年も感

染症対策のために各階ごとに分かれて

開催いたしました。 

職員がサンタクロースやトナカイの

衣装に着替え、利用者様にはサンタの

帽子をかぶって頂き、クリスマスの雰

囲気を演出しました。サンタクロース

からのプレゼントは靴下と手袋です。

皆様、その場で開封して手袋をはめて

喜んでおられました。 

また、職員によるバイオリンとピアノ

による合奏も行いました。少しでも皆

様に楽しんでいただければと練習を

していたようです。 

来年はどの様なクリスマスを

迎えることができるのか、今か

ら楽しみです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

通所では、12 月 20 日から 12 月 25 日の

一週間クリスマス会を開催しました。今年は

コロナ禍の中での開催で感染症対策も行い

ながらも楽しくクリスマス会をすることが

出来ました。 

 

今年もサンタクロースよりクリスマスプレ

ゼントをプレゼントさせていただきました。

今年は歯磨きセットとコップです。 

 

また職員による「クリスマスソング」の演奏

を行いました。演奏する職員達は、サンタク

ロースやトナカイなどの格好をして登場。皆

さんの知っている曲も多く手拍子をしながら

みんなで盛り上がりました。 

 

 

今回も秋っこ祭りで登場した、職

員が変装した謎のおばあちゃん

が登場しました。みなさん大爆笑

されていました。 

コロナ禍で制限がある中、楽しく

クリスマス会を行うことができ

ました。 

 
 
 
 

通所リハビリ 

秋っこ祭りに続き

クリスマス会にも

おばあちゃん登

場！！ 

クリスマス会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当施設では脳梗塞などの病気によって、会話や読書など「言葉」に関係する機能や、食事に関わる

機能などに何らかの障がいを負ってしまった方へのリハビリを担当する言語聴覚士が働いています。 
今回は代表として山田さん、相川さんを紹介したいと思います。 

☆ 山田さんにインタビュー ☆ 
 
Q・得意分野を教えてください 
A・言葉、飲み込みのリハビリ、栄養療法です。 
 
Q・ここに来る前はどこで何をしていましたか？ 
A・失語症者のための共同作業所を開設、経営を経

て、病院、別の老健での勤務を経験して、ケア

センター八潮へ転勤してきました。 
 
Q・仕事へのやりがいは何ですか？ 
A・複雑な症状の組み合わせを見抜き、改善がみられ

る時、難しいパズルを解いたような快感がやり

がいになります。 
 
☆皆様へひとことお願いします 
「障がいは不自由ではあるが不幸ではない」という

観点を、障がいを負ったばかりの方々にお伝えして

いきたい。 

リハビリテーション科より 言語聴覚士の紹介 

☆ 相川さんにインタビュー ☆ 
 
Q・得意分野を教えてください 
A・言葉のリハビリです。 
 
Q・ここに来る前はどこで何をしていましたか？ 
A・学校に通う前は飲食店で働いていました。 
 
Q・仕事へのやりがいは何ですか？ 
A・利用者様の食事形態が改善した時に利用者様

の笑顔を見るとやりがいを感じます。 
 
☆皆様へひとことお願いします 
私たちは利用者様の意思をくみ取り、適切なリハ

ビリを行えるよう心がけています！ 
 

 
 

行事予定 1 月 芋煮会 
 
2 月 バレンタイン企画 

コロナ禍ではありますが上記の

予定でそれぞれ計画しています。 
感染症対策をしっかり行い、皆様

と楽しいひと時を過ごせればと 
職員一同願っております。 

☆当施設における言語聴覚士の主な仕事内容 
入所ではフロア毎の担当制、通所リハビリと訪問リハビリではそれぞれ数名ずつ担当を持って

います。リハビリの内容は言葉のリハビリ、音声のリハビリ、食事のリハビリ、認知機能のリ

ハビリと多岐に渡ります。 


